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みんなで 育てます
を

庄原市は

人工林の間伐前

【問い合わせ・申し込み】　商工林業課  林業振興係　TEL：0824 -73 -1124

● 地域住民の皆さんが森づくり活動に参加
　できる機会の向上
　
　
● 子どもたち対象の体験活動を支援　

除間伐、被害木の処理、
土のう設置 など

除間伐、災害・鳥獣被害
防止、森林活動支援 など

――人工林対策―― ――里山林対策――

森づくり活動の支援

あなたもひろ
しまの森を

支えています
！

手入れが必要な森を整備

ひろしま産の木材を利用

　市はこれまで、放置されたスギやヒノキなどの人工林や繁茂している里山林
の整備を行ってきました。また、自治会やボランティアによる森林整備活動や、
子どもたちが参加する林業体験学習などの活動支援もしています。
　今後も、安心と潤いのある生活を維持し、美しい景観を次世代に引き継いで
いくため、「ひろしまの森づくり県民税」を活用し、「庄原市の森づくり事業」
を皆さんと共に進めていきます。

ひろしま県産材の利用促進 など　

●山の傾斜が30度以上で民家や道などに近い人工林が対象です。
●15年間に一度も手入れをしていない人工林を整備する費用の助成です。
　（所有者負担金：1ヘクタール当たり1万円）

●景観保全や鳥獣対策などのために里山林を整備します。
●住民団体やNPO団体などが行う森林整備活動を支援します。

　豊かな森林を県民全体で守り育てるた
め、県民や企業の皆さんに広くご負担を
お願いしています。その財源は人工林対
策や里山づくりなど「ひろしまの森づく
り事業」の実現に役立てられています。モーリー

「ひろしまの森づくり県民税」とは？

個　人 法　人納
め
る
額

年
額500円 年

額 相当額5％均等割額

ひろしまの森づくり県民税

スギ・ヒノキ人工林対策

里山林対策 ※他にも林業体験支援などの
　事業メニューがあります。
　お問い合わせください。

「庄原市森づくり事業」事業実施者を募集します！
　【応募締め切り】

3月29日（金）

環境貢献林整備事業

里山林整備事業、里山保全活用支援事業など

里山林の整備前

里山林の整備後人工林の間伐後
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庄
原
市
奨
学
金（
貸
付
）制
度

【
受
付
期
間
】　

２
月
15
日
㈮
～
４
月
15
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
受
付
期
間
内
必
着
）

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
教
育
室
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

◆
父
母
（
父
母
が
い
な
い
場
合
は
、父
母
に
代

わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る
方
）な
ど
が
、１
年

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

◆
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

◆
学
習
に
意
欲
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

◆
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。（
所
得
制
限
あ
り
）

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
行
っ
て
い
る
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

◆
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

【
提
出
書
類
】

◆
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書　

＊

◆
誓
約
書　

＊

◆
父
母
な
ど
の
住
民
票
の
写
し

◆
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
【
平
成
29
年
分
（
※
）】

【
利
率
】　

無
利
子

【
返
還
免
除
制
度
】

　

こ
の
奨
学
金
は
、卒
業
し
た
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
６
カ
月
を
経
過
し
た
後
10
年
以
内

に
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
市
内
定

住
促
進
の
た
め
、奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら
３

年
以
上
庄
原
市
内
に
居
住
し
、そ
の
間
の
返
還

金
と
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
が
そ
の
後
も
引

き
続
き
庄
原
市
内
に
居
住
す
る
場
合
は
、返
還

免
除
（
要
申
請
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区　分 自宅通学 自宅外通学
高等学校
専修学校

（高等課程）

国公立 18,000円 23,000円

私立 20,000円 25,000円

大学
国公立 30,000円 35,000円

私立 41,000円 48,000円

短期大学
専修学校

（専門課程）

国公立 30,000円 35,000円

私立 40,000円 45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 20,000円 25,000円

私立 30,000円 35,000円

【貸付月額】 ◆
入
学
を
証
明
す
る
書
類
ま
た
は
在
学
証
明
書

◆
作
文　

＊

◆
認
定
所
得
金
額
計
算
書　

＊

◆
そ
の
ほ
か
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る

書
類　

＊

＊
の
書
類
は
、教
育
総
務
課
お
よ
び
各
支
所
教

育
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

在
学
、
進
学
す
る
生
徒
や
学
生
を
対
象
に
、

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
31
年

度
の
奨
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
２

平
成
31
年
度

庄
原
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

《
申
請
の
注
意
点
》

　

必
ず
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

は
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
し
あ
わ

せ
館
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑

《
接
種
料
金
》

○
一
般　

３
千
円

○
市
民
税
非
課
税
世
帯　

１
５
０
０
円

○
生
活
保
護
世
帯　

０
円

※
印
鑑
と
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
被
保
護
者
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対象年齢 生年月日

65歳 昭和28（1953）年4月2日～昭和29（1954）年4月1日

70歳 昭和23（1948）年4月2日～昭和24（1949）年4月1日

75歳 昭和18（1943）年4月2日～昭和19（1944）年4月1日

80歳 昭和13（1938）年4月2日～昭和14（1939）年4月1日

85歳 昭和8（1933）年4月2日～昭和9（1934）年4月1日

90歳 昭和3（1928）年4月2日～昭和4（1929）年4月1日

95歳 大正12（1923）年4月2日～大正13（1924）年4月1日

100歳 大正7（1918）年4月2日～大正8（1919）年4月1日

　

平
成
30
年
度
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
方
は
、
下
記
の
対

象
年
齢
に
該
当
し
、
３
月
31
日
ま
で
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
方
で
す
。

《
対
象
者
》

○
平
成
30
年
度
に
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
方
（
右

下
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
な
ど
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

※
誕
生
日
を
迎
え
る
前
で
も
接
種
が
で
き

ま
す
。

（
※
） 

平
成
29
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
所
得
が
対
象
で
す
。

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５


